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研究成果の概要（和文）：本研究は、申請者による予備調査によって両議院事務局に遺されてい

ることが判明した膨大な未公開資料群の活用を通して、議会法制、議会先例や議院事務局機能

について、複合的な視点から解明した。その主たる成果は、（１）衆議院議事部が所蔵する帝国

議会時代の資料群を整理した点、（２）衆参両院事務局の OB にオーラル・ヒストリーを実施し

た点、（３）海外の議会事務局の調査を行った点などであり、これらに基づいた書籍、報告書や

目録を公刊した。 
 

研究成果の概要（英文）：This study focused on the parliamentary law system, parliamentary 

procedure and secretariat of parliament by using a large amount of historical records 

which the House of Representatives allowed our group to research. We (I) arranged the 

documents which is kept in Proceedings Department of the House of Representatives, (II) 

interviewed OBs of the Secretariats of the House of Representatives and the House of 

Councilors, (III)researched some parliament secretariats in foreign countries, and 

published books and reports. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）近年の憲政史研究は、各種の内外資料

の公開・発掘により飛躍的な展開を遂げてい

るが、国会両議院は情報公開法の適用対象外

とされ、従来、その所蔵資料への外部からの

アクセスは不可能であった。そのため、両院

間の調整プロセスを規律する議会先例の形

成や、議事運営に係る独自調査の遂行など、
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両院制度の運用にあたって大きな役割を果

たしてきた両院事務局・議会官僚の役割につ

いてはブラックボックスとされ、本格的な研

究は手つかずの状態にあった。 

 

（２）このような状況に鑑み、申請者（大石）

を代表とする研究グループは、2008 年から衆

議院事務局が所蔵する資料の予備調査に着

手し、多くの貴重な資料が残されていること

を確認した。本研究は、これら膨大な未公開

資料の整理、保全を行うと共に、その活用を

通して、議会法、議会先例、議院事務局機能

について、複合的な視点から解明することを

も目指して構想されたものである。 
 

２．研究の目的 

本研究の目的を具体的に述べれば、以下の通

りである。 

（１）衆議院議事部が所蔵する帝国議会時代

の資料群を整理すると共に、傷みの激しい資

料、特に重要な史料的価値を持つ資料を特定

し、今後保全や研究を進めるための基盤を構

築する。 

 

（２）衆議院事務局の協力のもとで、事務局

による議事法研究の成果である重要資料を

出版する。 

 

（３）衆議院事務局の機能を解明するため、

事務総長経験者をはじめとする OBに対して、

オーラル・ヒストリーを実施する。 

 

（４）議会事務局の役割を、諸外国の例と比

較照合するため、海外の議会事務局の調査を

実施する。 

 

（５）以上の作業と連携しながら、各研究

分担者において著書、論文の公表を進め、議

会法制、議会先例や議院事務局機能について、

複合的な視点から解明する。 
 

３．研究の方法 

（１）研究対象の特性に鑑み、憲法学、議会

法学、政治学、行政学、政治史学など、幅広

い専門の研究者を糾合し、学際的な共同研究

体制を敷いた。また、研究の全期間を通じて、

衆参両院事務局からは十全な支援体制を頂

いた。 

 

（２）衆議院議事部所蔵の資料群の整理にあ

たっては、痛みの激しい史料の取り扱い、く

ずし字の読解に習熟した研究補助者の協力

を得た。研究補助者は、以下の通りである。

近藤秀行、若月剛史、鈴木敦。 

 

（３）オーラル・ヒストリーの実施にあたっ

ては、衆参両院事務局から協力を頂いた。聞

き取り者として、奥健太郎氏、今津敏晃氏、

中澤俊輔の参加を得た。また、記録の作成の

ため、テープ起こしの専門家の協力を得た。

協力者は、以下の通りである。丹羽清隆、若

林作絵。 

 

（４）各分担者が連携しながら効率的に共同

研究を進めるため、東京、京都において定例

研究会を年 2-3 回開催した。研究会では、研

究の実施状況を確認すると共に、各分担者が

持ち回りで報告を行った。また、外部講師を

招聘して、最新の研究動向の把握に努めた。

研究会には、衆参両院事務局からも参加者を

得た。 
 

４．研究成果 

（１）衆議院議事部が所蔵する帝国議会時代

の資料群を整理し、傷みの激しい資料、特に

重要な史料的価値を持つ資料を特定し、今後

保全や研究を進めるための準備を整えた。ま

た、資料全体を網羅する目録「帝国議会期文

書仮目録」を作成した。同目録は、ウェブ(九

州大学学術リポジトリ)上で公開している

（下記５を参照）。資料自体の公開や利用に

向け、衆議院事務局と検討・協議を開始した。

参議院事務局所蔵の資料群についても、予備

的調査を開始した。 

 

（２）衆議院事務局の協力のもとで、事務局

による議事法研究の成果である『逐条国会

法』全 8冊を公刊した。この資料作成の経緯

を調査するため、事務局所蔵資料や OB への

聞き取り調査を実施し、解題として、赤坂幸

一「事務局の衡量過程」を公刊した。 

 

（３）衆議院事務局の協力のもとで、議事運

営の実践書である『議事解説』を公刊した。

この資料作成の経緯を調査するため、事務局

所蔵資料の調査や OB への聞き取り調査を実

施し、原田一明が解題を執筆した。 

 

（４）参議院事務局の協力のもとで、『貴族

院彙報』の出版準備を進めた。今野彧男『国

会運営の法理』の編集・出版に協力を行った。 

 

（５）衆参両院事務局の機能を解明するため、

事務総長経験者をはじめとする OBに対して、

オーラル・ヒストリーを実施した。実施した

のは、以下の方々である。谷福丸氏（元衆議



 

 

院事務総長）、今野彧男氏（元衆議院議事部

副部長）、平野貞夫氏（元衆議院委員部長）、

近藤誠治氏（元衆議院調査局長）、指宿清秀

氏（元参議院事務総長）、佐藤吉弘氏（元参

議院委員部長）。聞き取りの記録は冊子化し、

国会図書館や関係研究機関に寄贈した。この

うち、今野氏、近藤氏の記録については、『国

会運営の裏方たち』『立法過程と議事運営』

として公刊した。さらに、聞き取りの過程で

収集された諸資料についても、保存・公開の

措置を講じた。 

 

（６）衆議院事務局の協力のもとで、海外の

議会事務局の調査を実施した。実施先は、イ

ギリス（大石、原田、木下、牧原）、フラン

ス（大石、原田、木下）、EU（川人）、韓国（赤

坂）である。このうち、大石（フランス）、

木下（イギリス）、赤坂（韓国）が、その成

果を『Research Bureau 論究 第８号』（衆議

院調査局）誌上において「特別企画 海外議

会事務局制度研究」として発表した。 

 

（７）以上の作業と連携しながら、各研究分

担者が各自の分担に基づき、研究成果の公表

を進めた。詳細は下記５を参照。 
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